なぜなら、 その 目 出たい 日の 午前、 文部大臣 森 有 ^ 

が 殺された と、 玄関から 龃け 込んで きて 知らせた もの 

があった とき、 わけ も 知らず 胸が ド キンと した。 また 

すぐ あとで、 西 野 文 太郎が ギザ ギザに 切 殺された —— 

しがい かんおけ 

死骸 を 入れた 棺桶が 通る —— 血が ボタ ボタ 垂れて いる 

うそ 

—— と、 ほんと か噓 か、 ヮッ という 騒ぎが 来て、 越 中 

島の 練兵場で、 ズ ドン ズ ドン 並んで、 鉄砲で やられて 

いるのと、 盛んな 蜚語が 飛んで、 人々 は 上 を 下へ と、 

よろこ こもだる 

悦 んだリ 青くな つたり、 そのな か を巿中 は、 菰樽 のか 

かど かど おおばんぶるまい 

がみ をぬ いて、 角々 での 大盤振舞 なの だから (前章 参 

照)、 幼心に は 何が なんだか わからず、 大きな 鰻 を さか 



人の 枠ば かりで はない、 国 を あげて 平民 は よろこん 

だの だ。 

おれ 

—— 俺た ちの 時世が くる —— 

それが 六十 二 議会で、 議会 は 爛れき つた ものに なつ 

けんお 

て 民心に 嫌 厭 を さえ 感じさせる ようになろう などと は 

思い も かけず、 彼 は 赤黒く なるほど 飲んで 祝した の だ。 

私 は十才 にならない 小耳に も、 よく 父が、 

「俺 は 六十に なったら 代言人 (弁護士と なって いたか 

もしれ ない) をよ す。 若い もの も、 華やかに 隠退 させ 

ると い つてい る ご 



みせ 

ている。 ましてお 店の 人 は 羽織 を 着た の もす けない。 

う. T 

男の子 は 日清戦争 後、 めくら じ まの 上つ ぱリを 着る よ 

つつそで めくら じ ま 

うにな つて 筒袖に なった。 やっぱり 盲目 縞の (黒 無地 

の 木綿) 前垂れ を しめてい る。 小僧さん が 筒袖に なつ 

たの は それよ リ ずっと あとだ。 それ もや や 文化的 商業、 

鉄物屋 とか 機械 商と か、 横 浜と 取引 関係の ある 店から 

あらため はじめた。 

だが、 そんな 小さな 改良の かげに も、 あらそわれな 

い 物の 推移が あった。 父 は 家業 がら、 近所の 商家から 

の 依頼 をう ける ので、 店の 推移に ついて 心 を 動かされ 

もした のであろう、 よくこん な こと を 言った。 



かく 畳 一 畳へ 造作 をして、 昼間 は 往来へ はみださした 

しろもの 

台の 上へ、 うず 高く 店の 商 物 を 積み あげる。 この 割込 

みが 通れば 一ば しの もの だ。 いつの 間に か、 露 路上へ 

まで 乗り出し、 差 かけ 二階が 出来 上り、 どこへ あれ だ 

けの 人数が 寝る のだろう と 思う ほどの 店員が 住んで 働 

おおみせ 

らき 出す —— 実際 古く さい 大店の、 よどんだ 中に、 キ 

ビ キビと そんなの が 仕出す と、 小気味が よいが、 近隣 

の 空気 は どことなく 変って、 けいはく になって くる I 

そこで、 あんぼん たんの 家庭に も、 少々 変革が あつ 

た。 それ は 弟が 生れた からだ。 



生れた 弟 は 弱い 子で、 真綿と フランネルと 絹に くる 

まっていた。 

男の子 を 生む —— 家督 取 を 生んだ という ことが、 旧 

式な 家庭に おける 主婦の 位置 を、 どんなに 高めた か I 

親類と いう ものから も、 出入りと いう ものから も、 

お 手柄で ございまし たという 讃詞 と、 張 込んだ 祝い も 

のがく る。 そこで、 母の 勢力が 増して 強くな つた。 

議事堂が 焼けた。 議事堂 炎上と いう こと は、 人の 足 

を 空に した。 

あたし うち てまる ちょうちん ひ 

私の 家で も、 いくつ 弓張り や 手 丸 提燈に 灯 を 入れ 



ずリ にしきえ 

もの は、 やはり 木版 摺 三枚つ づきの 錦絵だった。 ここ 

に 入れる のに 丁度よ い 議事堂の 火事の 絵 を もっていた 

の だが、 どこへ か 失って しまった。 私 は 昨日 も 今日 も、 

随分たん ねんに 探ね たが 見えない のです こしが つかり 

している。 

人 は 何 か あると、 家の 中に なん ぞ いられる もので は 

ない と 見える。 童女の あんぼん たんの 知る 憲法 発布 も 

そうだつ たが、 日清戦争の はじまった 時 もそう だった。 

ただ、 ヮァ— と 男た ちが 外へ 飛 出した。 ただ すたすた 

まえ だ しまもの 

と K けて ゆく。 下駄で、 前垂れが けの、 縞物の 着つ け 



の 人た ち は、 青く ひきしま つ た顔附 きで 家へ と 急いだ。 

今 思えば、 宣戦布告と 召集 の 張 紙 であった のであろう。 

もう 涙ぐんで いる 娘さん や、 前垂れ を 眼に あてて いる 

ひと 

女 もあった。 何しろ 下駄の 音 は 絶 間な く 走った。 

ここで 一 言い わせて もらえば、 ここまで 書いて きた 

ぁュこ ン 

日本 橋で、 私と いう 子供が、 すこしで も 小利口に 見え 

るよう ならば、 書き かたが 大変 わるく、 なって いない 

の だ。 一 月 ほど 前に 北京から 帰った あんぼん たんの 妹 

おまつち やん (前 出) が、 成 城 女 学部に いる 姪 を つれ 

てきて、 何かク スクス にこつ いていた が、 曰く、 

のんき あほ 

「あなたって 子 は、 ずいぶん 呑気な、 阿呆った らしい 



じ や ござん せんか ご 

父 はお かしな 人だった。 恐縮して 俳句 を やめ、 私 を 

叱らないで、 あんの 山から こんの 山へ、 飛んで くるの 

はなん じ やろ か、 と 頭に 二 本、 指 だか 扇子 だか を、 兎 

こま い 

の 耳の ように おったてる 小 舞 を、 能の 狂言 師を まねい 

て 踊り だした が、 そんな 小 謡 は 父が 汗 を 出して 習うよ 

しよ-つじ 

り 早く、 障子に うつる 影 を 見て、 子供た ちの 方が お ぼ 

えてし ま つ た。 

あんの 山よ リ こんの 山へ とか、 頭に 二つ、 フ ッフッ 

とか、 誰も かれ もが 唄い、 踊り だすので、 父が 照れて 

止めて、 こんど は 茶の湯、 家中が、 そろり そろり と 畳 



ためいき 

をす つて あるく —— だが 私の 溜 息をつい たの は、 別段 

やまい 

父の 真似 をして 黙想した ので はなく、 胸に 病 を もち 

はじめた の を 誰もが 思い もっかなかった の だ。 堅い 棒 

で 肩 を 叩いたり、 肋骨 を もんだり する の を、 ただ 読物 

のせい にば かりした。 机に よりかかって いるから だと 

厳しく とめられた。 

ところで、 悲惨な ことに あんぼん たんにと つて 

も 悲惨な ことに、 源泉 学校 は (前 出) やっと 尋常 代用 

えきびょう 

小学校と なった のに、 校長 秋 山 先生が 疫病で 急に 死 

んで 学校が なくなった。 温習 科 二 年に たった 一人の 生 

徒 あたし は、 それ をし おに 学問 はやめ、 裁縫の 稽古に 
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